
【態度目標】しゃべる、質問する、説明する、動く、協力する、貢献する

【内容目標】三角形が成立する条件を確認しよう
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線分が最短経路

辺の向かい側の頂点を見る


頂点～大文字
辺　～小文字　　が多い

  三角形の辺と角
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　つの三角形において

　　辺の⾧さの和は，他の辺の⾧さよりも大きい。

　　辺の⾧さの差は，他の辺の⾧さよりも小さい。

点と点を結ぶ

線分は

点を経由する
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とどちらが⾧いか分からないため

【三角形の存在条件】   差より大きく、和より小さい
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三角形の辺と角の大小関係

　  において　　　 

三角形の辺と
角の大小関係

大
小

小大

三角形の辺の大小関係は，その
向かい合う角の大小関係と一致する

最大角

最大辺

特に，最大辺の向かいが最大角!
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4STEP数学Ａ 問題１８１） 
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青チャート数学Ａ 例題８０）

　△において，辺の中点を，

　線分の中点をとするとき，　

　        

　が成り立つことを示せ。



中点の活用　中線定理（パップスの定理）

　△の辺の中点をとすると

　　    
   

逆は成り立たない



 

　中線定理の証明は

　　①三平方の定理による証明

　　②余弦定理（三角比）による証明

　　③ベクトルによる証明

　　④座標平面（図形と方程式）による証明

　　があげられる。

中線定理は

　スチュワートの定理の

　が中点のケース。

　余弦定理や補角の

　　公式などで証明できる


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

とするとき
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　△において，中線定理により　　    
  

線分の平方

　○直角を作って三平方の定理

　　　      など

　○中線があれば中線定理　　

　　であるから　　   

　　よって　　        　……①

　　また，△において，中線定理により

　　　　　　　    
   ……②

　　②から　  
    

　　これを①に代入すると

　　　　　　　    
      

　　　　　　　　　　　　　　       

　　よって　　        
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   

         

      
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   
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  
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　三平方の定理による証明について
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